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Ａ．研究目的  

平成 28 年度～30 年度までに実施した FDG-PET を

用いた癌スクリーニング研究でも、2 年間で 68 例

中 6 例に癌（腫瘍）が見つかり(有病率 5.9%)、罹

患率は 2.9/100PY と予想以上に高率であった。こ

の結果は、血友病 HIV 感染者に対する癌スクリー

ニングの重要性を示唆した。一方で、疑陽性も 12

例あり、特異度に問題も残った。また、FDG-PET

を用いたスクリーニングでは、全国施設への均霑

化はできないため、一般施設でも実施可能なスク

リーニング法の有用性を検討する課題が残った。

そこで今回は、全国施設への均霑化も視野に広

げ、より感度、特異度の高い方法の確立を目指し

て研究を実施することとなった。 

 

Ｂ．研究方法  

以下の 1－4 の検査結果から incidence を算出する

前向き縦断研究である。1 年以上の間隔を置いて

2回実施する。 

1. 甲状腺から前立腺をカバーする胸腹部造影

CT 検査 

2. 上部消化管内視鏡検査 

3. 便潜血検査（免疫法/2 日法） 

4. 腫瘍マーカー（AFP, CEA, PSA） 

 本研究で実施する CT検査日より遡って 6 か月

以内に、一般診療の中で上部消化管内視鏡検査が

行われている場合には、その検査所見を本研究の

データとして使用する。 

血友病 HIV 感染者における癌の incidence の算出

には、先行研究で実施した癌スクリーニングのデ

ータも利用する。また、複数の癌の発生も考えら

れるため、先行研究にて癌の見つかった患者、癌

治療中の患者も排除しない。なお、非観血的かつ

非侵襲的治療法の確立として、分担３のみならず

分担１においても、新たな治療法を模索する。 
 
（倫理面への配慮） 

研究対象者に対する人権に配慮し、不利益・危険性

の排除や説明と同意を十分に行い、文書同意を得

た上で実施している。倫理委員会承認番号（分担１

／２：NCGM-G-003311） 

 
Ｃ．研究結果  

今回の 2 期目の癌スクリーニング研究（UMIN 

CTR ID : 000038231）では、外部の病院からも受

診希望者が 10 名あり、最終的に 77 名に対し癌ス

クリーニングを行った。それら結果をまとめて図

1 に示す。 

 

研究要旨  

先行研究での 3 年間で 2 回の癌スクリーニングに加え、今回更に 2 回のスクリーニ

ングを追加した。その結果、第 1 回目スクリーニング時の平均年齢 48.3 歳の 77 名

の 238.97PY のフォローによる最終結果で、エイズに関連しない悪性腫瘍

（NADM）の prevalence が 5.19%, incidence が 2.51/100PY となった。これらの

結果から、全国の血友病 HIV 感染者に対する癌スクリーニングを推奨したい。 
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全体を通じ 5 年間で 10 例の NADM が発見された

ことになるが、8 例は、今回の癌スクリーニング

によるものであった。第 1 回目スクリーニング時

の平均年齢 48.3 歳の 77 名の 238.97PY のフォロ

ーによる最終結果で、エイズに関連しない悪性腫

瘍（NADM）の prevalence が 5.19%, incidence

が 2.51/100PY となった。これらの具体的な結果

を表１に示す。 

 

Ｄ．考察  

前回の癌スクリーニングでは、FDG-PETの偽陽性

が多く問題であったが、今回の胸腹部造影 CT

は、偽陽性が少なく、全国どこでも実施可能であ

り、癌スクリーニングの柱となる。今回発見され

た 10例中、経過観察 1例、治療中 2例、死亡 1

例であったが、6例は外科的手術により治癒して

おり、癌スクリーニングの重要性を示した。全国

の血友病 HIV感染者は、現在約 700名であり、今

回の数字から計算すると、全国にまだ発見されて

いない NADMが約 36例、今後 1年間に新たに発生

する NADMが約 18名と推定される。この結果は、

全国の血友病 HIV感染者に対する癌スクリーニン

グの重要性を示唆するものである。これで、今回

の癌スクリーニング研究は終了するが、今回の結

果から、癌スクリーニングの指針を作成し、全国

の血友病 HIV感染者に対する癌スクリーニングを

推奨したい。 

 

Ｅ．結論  

血友病 HIV感染者に対する癌スクリーニングを実

施し、その重要性を確認できた。胸腹部造影

CT、胃カメラ、便潜血による癌スクリーニングは

有効であった。腫瘍マーカーは、むしろ治療効果

判定として有効であった。 
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